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五城町業再生協議会水田フル活༻ビジョン

１ 地域の作作の現状、地域が๊える課題

ຊ町の水田は、水稲以外には適さない湿田が多くඇ主食༻ถの取組が増加している。

転作作の大は加工༻ถ、උ蓄ถ、飼ྉ༻ถが占めており今後もさらなる増加が༧想

される。

ຊ町における転作の重点作として位置づけられている大౾について、近の集中豪

雨のසൃによる湿害のൃ生や、࿈作障害等により作ฑの低が続き生産意ཉが低下して

いる。

その他作については、県で奨ྭしているえだまめや地域で産地化を指すいちじ

くやキイチゴ等に取組んでいるがまだまだ家数、出荷ྔとも多くはない。

今後、ຖ減少するであろう主食༻ถからの転換を指すためにඇ主食༻ถのྲྀ通の確

อ、土地ར༻型作の生産性向上や地域のಛ色ある作の推進が課題となっている。

２ 作ごとの取組ํ針

（１）主食༻ถ

需ཁが減少しつつある中で過剰作の制、ニーズにあったコメ作りを推進するとと

もに、ྲྀ通の確อを指す。

（２）ඇ主食༻ถ

ア 飼ྉ༻ถ

当地域 でも取組が始まったことから、今後の増加が見込まれるため、需ཁのಈ

向に注視し業者へ多収性種のಋೖに対する取り組みを促す。

イ 加工༻ถ

加工༻ถについては、ෳ数契することで水田の༗効活༻を行い、産地交金

の追加を活༻し需ཁに応じた生産拡大を図る。

ウ උ蓄ถ

උ蓄ถについては、水田主食༻ถの需ཁ調整作としても༗効なため、産地交

金の追加を活༻し需ཁに応じた生産拡大を図る。

エ ถค༻ถ

ถค༻ถについては、飼ྉ༻ถとともに今後の増加が見込まれるため、需ཁのಈ

向に注視し業者へ多収性種のಋೖに対する取り組みを促す。

（３）ഴ、大౾、飼ྉ作

大౾については、今後も転作の重点作として位置づけ、産地交金の活༻による

団地化の推進を図る。

５後の３０度には現在（ฏ成２５度）の１１８％の作໘積を指す。

作໘積 ２５度 ６５ →３０度７７

飼ྉ作については、ෆ作地を༗効活༻できる作として位置づけ、畜産家と

࿈携して作の拡大を図る。
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（４）そば、なたね

水田フル活༻の観点から、ෆ作地を༗効活༻できる作として位置づけ、地域の

実需者との契を基ຊとして、団地化࿈坦等による作拡大を図ることにより耕作条

件ෆར地解消を指す。

（５）菜、果樹、その他作

菜、果樹等については、県の重点に位置づけられているえだまめは団地化を推

進し、地域の奨ྭ作に位置づけられているいちじく、町でಛ産として位置けてい

るきいちごと共に生産໘積の拡大、生産性の向上を指す。

また、県の重点ブランドである枝౾やトマト等については、県域も活༻しなが

ら生産性向上を図る。

（６）ෆ作地の解消

ෆ作地については、そば、なたねや景観形成作等の作を推進し、可な限

りの解消を図る。

ෆ作地 ２５度 １７６ → ３０度 １４０

３ 作ごとの作༧定໘積

作 ฏ成 度の作໘積
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４ ฏ成 度に向けた取組及びඪ

取組

൪号
対象作 取組

ྨ

※
指ඪ

ฏ成 度

（現状値）

ฏ成 度

（༧定）

ฏ成 度

（ඪ値）

１ 大౾
団地化

（大౾）
イ 団地化໘積

※「ྨ」ཝについては、ཁ綱（ผ紙 ）の２（５）のア、イ、ウのいずれに該当するか記ೖして下さい。
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（ෳ数該当する場合には、ア、イ、ウのうち主たる取組に該当するものをいずれか つ記ೖして下さい。）

ア 業・村の所ಘ増加につながる作生産の取組

イ 生産性向上等、低コスト化に取り組む作生産の取組

ウ 地域ಛ産など、ニーズの高い産の産地化を図るための取組を行いながら加価値の高い作

を生産する取組
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